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ラメ病魚由来 S. iniae は血清学的に K+ type（莢膜保有）と K- type（莢膜非保有）の 2
型に分類され、K+ type は強毒性で、K- type は弱毒性であると報告されている。ヒラメに
対する免疫試験では、K+ type のホルマリン死菌 (FKC) は有効であるが、K- type FKC に
は効果が認められない。さらに K+ type のオートクレーブ抽出液に特異抗原が検出される。














塩基配列をシークエンスし相同性検索を行ったところ、11 株中 6 株はデータベース上の 







も多かった。またマクロファージ内で生菌数が減少した。このことから S. iniae の莢膜
はマクロファージの食作用および殺菌作用に抵抗する働きを持つと考えられた。 
(第四章) 親株と変異株から FKC を作製し、莢膜の防御抗原としての役割を検討した。各
FKC で免疫したヒラメを親株で攻撃すると、親株免疫区の生残率 90 % に対して変異株免












以上のことから S. iniae の莢膜はマクロファージの食作用および殺菌作用に対する抵
抗因子として本菌の病原性に関わっており、莢膜に対する抗体がマクロファージの食作用
および殺菌活性を高め、感染防御に関わっていると考えられた。 
 
 
